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安

全

保

健

第
4
回
集
団
健
診
に
つ
い
て

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
検

診
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
対
象
の
人
に
５
月
初

旬
頃
送
付
し
て
い
ま
す
。

使
用
期
限

31
年
３
月
31
日
㈰

使
用
可
能
場
所

・
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
ク
ー
ポ
ン

  

券広
域
紋
別
病
院
、
遠
軽
厚
生
病
院
、
旭

川
・
札
幌
・
釧
路
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

・
大
腸
が
ん
検
診
ク
ー
ポ
ン
券

雄
武
町
国
民
健
康
保
険
病
院
、
山
口
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
広
域
紋
別
病
院
、
遠
軽
厚

生
病
院
、
旭
川
・
札
幌
・
釧
路
が
ん
検

診
セ
ン
タ
ー

※
使
用
方
法
や
受
診
方
法
、
対
象
者
等
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
保
健
係

日
程

10
月
20
日
㈯
、
10
月
21
日
㈰

会
場

20
日
㈯

音
稲
府
地
域
住
民
セ
ン
タ
ー

21
日
㈰

沢
木
住
民
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限

10
月
5
日
㈮

項
目

健
康
診
査
、
大
腸
が
ん
検
診
、
前

立
腺
が
ん
検
診
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検

診
、
肝
炎
検
診
、
歯
科
健
診

問
保
健
福
祉
課
保
健
係

結
核
予
防
週
間

結
核
は
現
在
も
、
日
本
で
毎
年
約

1
万
8
千
人
が
新
た
に
発
症
し
て
お
り
、

「
過
去
の
病
気
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
新
た
に
結
核
を
発
症
す
る
人
の

半
数
以
上
が
70
歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、若
い
時
に
結
核
に
感
染
し
、

発
症
が
抑
え
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
高
齢

に
な
っ
て
免
疫
力
が
落
ち
た
こ
と
な
ど
か

ら
発
症
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

結
核
は
結
核
菌
に
よ
っ
て
主
に
肺
に
炎

症
を
起
こ
す
感
染
症
で
す
。
症
状
は
、
せ

き
、
た
ん
、
発
熱
、
倦
怠
感
な
ど
で
風
邪

と
似
て
い
ま
す
。「
結
核
か
な
？
」と
思
っ

た
ら
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

結
核
予
防
週
間

9
月
24
日
㈪
～
30
日
㈰

問
紋
別
保
健
所
健
康
推
進
課

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
３
１
０
８

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

～
『
反
射
材

自
分
を
ア
ピ
ー
ル

防
ぐ
事
故
』
～

運
動
期
間
９
月
21
日
㈮
～
30
日
㈰

運
動
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

③
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

⑤
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

・ 

夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け
て
、
歩
行
者
や

自
転
車
の
見
落
と
し
や
発
見
遅
れ
に
よ

る
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
対
向
車

や
前
走
車
が
い
な
い
時
は
、
ラ
イ
ト
を

ハ
イ
ビ
ー
ム
に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

特
に
右
か
ら
横
断
し
て
く
る
歩
行
者
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
運
転
す
る

前
に
同
乗
者
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

し
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

・ 

横
断
前
に
左
右
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
横
断
中
も
よ
く
周
囲
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
外
出
す
る
と
き
は
、

明
る
い
服
装
や
反
射
材
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

9
月
30
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指

す
日
」
で
す
。

記
録
が
残
る
昭
和
43
年
以
降
、
全
国
で

交
通
事
故
死
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
日
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を

正
し
く
守
り
、
思
い
や
り
の
あ
る
交
通
マ

ナ
ー
で
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

知
っ
て
い
ま
す
か
北
海
道
自
転
車
条
例

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
子
ど
も
は
も

ち
ろ
ん
大
人
も
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
り
反
射
器
材
を
付
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

万
が
一
に
備
え
て
、
自
転
車
損
害
賠
償
保

険
等
に
加
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
興
部
警
察
署
☎
８
２
‐
２
１
１
０

悪
質
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

～
『
悪
質
業
者
は
、う

・
そ
・
つ
・
き
』
～

「【
う
】ま
い
話
は
信
用
し
な
い
』の《
う
》

う
ま
す
ぎ
る
話
、
絶
対
も
う
か
る
話

な
ど
に
は
、
大
き
な
落
と
し
穴
が
つ
き

も
の
で
す
。

『【
そ
】
う
だ
ん
す
る
』
の
《
そ
》

ひ
と
り
で
悩
ん
だ
り
、
判
断
し
た
り

せ
ず
、
家
族
・
知
人
・
相
談
機
関
に
相

談
を
し
ま
し
ょ
う
。

『【
つ
】
ら
れ
て
返
事
を
し
な
い
、
す
ぐ

に
契
約
し
な
い
』
の
《
つ
》

悪
質
業
者
は
、
言
葉
巧
み
に
「
す
ぐ

に
契
約
を
す
る
」
こ
と
を
、
迫
っ
て
き

ま
す
。

『【
き
】
っ
ぱ
り
、
は
っ
き
り
、
断
る
』

の
《
き
》

あ
い
ま
い
な
返
事
は
せ
ず
、
キ
ッ
パ

リ
、
ハ
ッ
キ
リ
、
断
り
ま
し
ょ
う
。

不
安
に
な
っ
た
り
、
被
害
に
遭
っ
て

し
ま
っ
た
と
き
に
は
、
警
察
署
や
最
寄

り
の
駐
在
所
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
興
部
警
察
署

☎
８
２
‐
２
１
１
０

自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動

９
月
は
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
の

全
国
統
一
強
化
月
間
で
す
。

マ
イ
カ
ー
の
点
検
・
整
備
で
あ
な
た
の

未
来
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
国
土
交
通
省
北
海
道
運
輸
局
北
見
運
輸

支
局

☎
０
１
５
７
‐
２
４
‐
７
６
３
3

  Information

  問い合わせ 役場 ☎ 84 － 2121 保健福祉課 ☎ 84 － 2023 地域包括支援センター ☎ 84 － 4495 教育委員会 ☎ 84 － 4240

平
成
30
年
度
（
平
成
29
年
度
実
施
）
雄
武
町
行
政
評
価

事
務
事
業
評
価
の
結
果
を
公
表

雄
武
町
で
は
行
財
政
運
営
に
「
計
画
＝
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
」
「
実
施
＝
Ｄ
Ｏ
」
「
評
価
＝
Ｃ
Ｈ
Ｅ

Ｃ
Ｋ
」
「
改
善
＝
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
取
り
入
れ
、
総
合
計
画

の
効
果
的
な
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
全
３
２
５

事
業
に
つ
い
て
行
政
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
評
価
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

限
ら
れ
た
行
財
政
資
源
の
有
効
活
用
を
図

る
観
点
か
ら
事
業
の
見
直
し
・
変
更
や
拡
充
、

休
・
廃
止
な
ど
を
行
い
、
評
価
を
通
じ
て
事

務
事
業
を
再
構
築
し
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
す

る
適
切
な
対
応
や
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤

を
確
立
し
ま
す
。

評
価
の
目
的

評
価
方
法
と
件
数

平
成
29
年
度
に
政
策
予
算
事
業
と
し
て
実
施

し
た
３
２
５
件
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
次
の

方
法
に
よ
り
評
価
し
ま
し
た
。

◆
一
次
評
価
―
自
己
評
価
（
２
７
７
件
）

担
当
課
が
自
ら
行
う
評
価
。

◆
二
次
評
価
―
評
価
会
議
（
48
件
）

自
己
評
価
の
う
ち
、
内
容
の
聞
き
取
り
が
必

要
と
認
め
る
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
副
町
長
な

ど
で
構
成
す
る
評
価
会
議
が
行
う
評
価
。

◆
三
次
評
価
―
町
長
評
価（
０
件
）

評
価
会
議
で
評
価
し
た
事
務
事
業
の

う
ち
、
特
に
必
要
と
認
め
る
事
務
事
業

に
つ
い
て
町
長
が
行
う
評
価
。

評
価
調
書
は
、
役
場
窓
口
お
よ

び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
、

広
く
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
評
価
結
果
は
確
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
以
降
の
行
政
評
価
の
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
意
見
募
集
期
限

９
月
20
日
㈭
17
時
ま
で

※
意
見
の
提
出
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
担
当
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

行
政
評
価
で
は
、
事
業
の
「
必
要

性
」「
有
効
性
」「
効
率
性
」「
公
平
性
」、

以
上
４
つ
の
点
を
重
視
し
、
総
合
的

に
Ａ
～
Ｄ
の
４
段
階
で
評
価
を
区
分

し
ま
す
。

ま
た
、
事
業
を
今
後
ど
の
よ
う
に

展
開
し
て
い
く
の
か「
現
状
維
持
」「
見

直
し
・
変
更
」「
拡
充
」「
休
・
廃
止
」

な
ど
の
方
向
付
け
を
行
い
、
本
年
度

の
評
価
結
果
は
【
表
１
】【
表
２
】
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

【表１】総合評価

区分 事業数 内 容

Ａ 271 件
良好に進んだ
計画どおり事業を進めることが適当

Ｂ 44 件
おおむね良好に進んだ
事業の進め方に改善が必要

Ｃ 9 件
計画を達成できていない
事業規模や内容などの見直しが必要

Ｄ 1 件
事業効果が表れていない
事業の統合、休・廃止の検討が必要

計 325 件

【表２】今後の展開方向
区 分 事業数 内 容

現状維持 247 件
事業内容、事業量に大きな変更がなく、
予算増減が少ないもの

見直し・変更 22 件
事業効果の発現等、根本的に事業内容
の見直し・変更を要するもの

拡 充 11 件
事業内容、事業量に相当程度の変更が
あり、予算増を伴うもの

縮 小 0 件
事業内容、事業量に相当程度の変更が
あり、予算減を伴うもの

統 合 11 件
事業内容の類似する事業に統合するも
の

終 了 26 件
単年度事業、期間満了により事業が終
了となるもの

休 止 6 件
事業を休止するもの（状況に応じ事業
を再開）

廃 止 2 件 事業を取り止めるもの

計 325 件

評
価
調
書
を
公
表
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す

問
財
務
企
画
課
企
画
調
整
係

計 画
ＰＬＡＮ

実 施
ＤＯ

評 価
ＣＨＥＣＫ

改 善
ＡＣＴＩＯＮ ＰＤＣＡサイクル


